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平成２７年度事後評価箇所表  

                                                          担当課〔農地整備課〕 

番 号 ２ 事業名 
県営ふるさと農道緊急整備事業 

(湯けむり下呂地区) 

事業実施箇所 下呂市(旧下呂町) 全体事業費 
(当 初 2,675百 万 円 ) 

7,427百 万 円  

採択年度 平成５年度 完了年度 平成２５年度 

事後評価の実施基準 全体事業費３億円以上で、事業完了後概ね１年経過したもの 

事業目的  
 

本 地 区 は 、 全 国 屈 指 の 温 泉 地 で あ る 下 呂 市 東 南 部 に 位 置 し 、 大 林 ・ 竹 原
・ 上 原 の 集 落 内 の 農 地 を 受 益 地 と し て い る 。 受 益 地 は 、 一 級 河 川 乗 政 川 、
竹 原 川 、 輪 川 、 門 和 佐 川 沿 い に 開 け た 水 田 及 び 畑 地 帯 で あ り 、 振 興 作 物 と
し て 水 稲 、 夏 秋 ト マ ト が 意 欲 的 に 生 産 さ れ て い る 。  

し か し な が ら 、 各 集 落 か ら 農 業 施 設 へ の 生 産 物 の 搬 入 ・ 搬 出 は 、 国 道 、
県 道 の 利 用 が な さ れ て い る が 、 一 般 車 の 交 通 量 が 多 く 、 農 畜 産 物 や 生 産 資
材 等 の 円 滑 な 運 搬 に 支 障 を 来 し て い る 状 況 に あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 地 域
に お け る 幹 線 農 道 を 緊 急 的 に 整 備 す る こ と に よ り 、 農 畜 産 物 や 生 産 資 材 等
の 円 滑 な 運 搬 に 資 す る こ と を 目 的 と し て い る 。  

ま た 、 基 幹 農 道 「 下 呂 中 央 地 区 」 と の 一 体 的 な 整 備 を 進 め る こ と に よ り
、 地 域 交 通 の 円 滑 化 を 図 り 、 各 集 落 と 下 呂 市 中 心 市 街 地 へ の 路 網 を 確 保 す
る こ と で 、 農 業 集 落 の 生 活 環 境 が 改 善 さ れ 、 さ ら に は 、 国 道 ４ １ 号 及 び 国
道 ２ ５ ７ 号 の 災 害 時 、 緊 急 時 の 代 替 道 路 と し て の 役 割 も 担 っ て い る 。  

 

事業概要  

 

 農道延長 Ｌ＝４，９４６ｍ、幅員 Ｗ＝５．５ｍ（７．０ｍ） 

 主たる工種：道路工、舗装工、付帯工、橋梁工 等 

概  要  図  
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評価結果  

①  住民参加・協働による効果  
 

・ 事 業 採 択 当 初 か ら 地 元 に よ る 事 業 推 進 協 議 会 が 設 立 さ れ 、 事 業 実 施 に つ い
て 地 域 の 後 押 し を 得 た 。  

・ 地 元 自 治 会 （ 小 川 区 、 乗 政 区 ） に よ る 年 ２ 回 の 草 刈 を 実 施 し て お り 、 地 域
の 道 と い う 意 識 は 高 い 。  

・ ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 （ 地 元 企 業 ） に よ る 農 道 周 辺 へ の モ ミ ジ 等 の 植 栽 と 年 ２
回 の 草 刈 を 行 っ て い る 。  

 

②  事業効果  

【費用対効果】  

 事 業 効 果 の 分 析 結 果 （ Ｂ /Ｃ ） は １ ． １ で あ っ た 。  

【便益の具体的な内容】 
・ 食 料 の 安 定 供 給 の 確 保 に 関 す る 効 果   306,895千 円  30% 
・ 農 村 の 振 興 に 関 す る 効 果        651,464千 円  64% 
・ そ の 他 効 果              56,663千 円   6% 

計               1,015,022千 円  
 
＜ 輸 送 ・ 移 動 時 間 の 短 縮 ＞  

下 呂 市 街 地  ⇔  乗 政 集 落  
移 動 時 間  17分 (8.5km) ⇒  11分 (7.2km) 

＜ 道 路 の 利 用 状 況 ＞  
計 画 交 通 量 :  917 台 /日  
実 測 交 通 量 : 2,589 台 /日  (調 査 日 :H26.9.18) 

＜ 農 業 構 造 の 変 化 ＞  
認 定 農 業 者 数  64経 営 体 (H16) ⇒   69経 営 体 (H26) 
［ う ち 法 人 数  12経 営 体 (H16) ⇒   20経 営 体 (H26)］  
農 地 集 積 率     11.9%(H16 )  ⇒   23.2%(H26) 
ぎ ふ ク リ ー ン 農 業 登 録 面 積  
         77 .9ha(H1 6) ⇒  124.4ha(H26) 

＜ 生 活 イ ン フ ラ の 整 備 ＞  
・市 街 地 へ の 買 い 物 (69%)、下 呂 温 泉 病 院 (46%)、下 呂 交 流 会 館 (26%)等 へ の ア

ク セ ス 道 路 と し て 利 用  
   ※ 割 合 は ア ン ケ ー ト 結 果 （ 複 数 回 答 /回 答 者 数 ）  
＜ 観 光 へ の 波 及 ＞  
・ 観 光 等 入 込 客 数 の 増  

(下 呂 温 泉 合 掌 村 、 い で ゆ 朝 市 、 下 呂 交 流 会 館 ) 
32.4万 人 (H22) ⇒  33.7万 人 (H26) 

＜ 災 害 時 の 代 替 ル ー ト ＞  
・ ア ン ケ ー ト で は 、 迂 回 路 が 確 保 で き て 安 心 で あ る 旨 の 回 答 が 複 数 あ っ た 。

平 成 ９ 年 ４ 月 に 災 害 に よ る 国 道 ２ ５ ７ 号 の 通 行 止 め が 発 生 し 、 大 き く 迂 回
し た 経 緯 が あ り 、 災 害 時 の 代 替 ル ー ト が 確 保 さ れ た 。  

 
 
 
 
 

③  環境面への配慮  
 

・ 植 生 基 材 吹 付 に お い て 、 現 地 発 生 材 を 利 用 し 、 コ ス ト 縮 減 及 び 環 境 へ の 配
慮 を 行 っ た 。 (再 生 材 の 使 用 )  

 



④  事業を巡る社会情勢の変化  
 

＜ 観 光 農 園 等 の 開 園 ＞  
・ 観 光 農 園 や 農 産 物 直 売 所 が で き 、 地 域 食 材 を ホ テ ル で 使 用 す る な ど 、 温 泉

街 と 地 域 の タ イ ア ッ プ も 進 み つ つ あ る 。  
(田 上 農 園 H19.7、 栃 本 農 園 H13.7、 い で ゆ 朝 市 H12.7) 

＜ 生 活 イ ン フ ラ の 整 備 ＞  
・ 病 院 や ス ポ ー ツ 文 化 施 設 な ど 、 沿 線 に 整 備 さ れ た 。  

(県 立 下 呂 病 院 H26.5、 下 呂 交 流 会 館 H21.4、 高 齢 者 介 護 施 設 H19.7) 
＜ 地 域 へ の 定 住 促 進 ＞  
・ 終 点 部 に 位 置 す る 三 石 地 区 は 、 ほ 場 整 備 や 生 活 環 境 基 盤 の 整 備 に よ り 、 安

全 性 ・ 利 便 性 が 向 上 さ れ 、 住 み や す い 環 境 が 整 っ た 結 果 、 人 口 に 対 す る 子
供 の 割 合 が 高 い 地 域 と な っ て い る 。 Ｈ ２ ７ 年 度 農 林 水 産 省 「 豊 か な 村 づ く
り 」 で は 農 林 水 産 大 臣 賞 に 選 考 さ れ た 竹 原 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 会 の 活 動 の
授 賞 理 由 の 一 つ と な っ て い る 。  

 

⑤  利用者・地域住民等への効果  

【利用者、地域住民等の意見】 
○関係集落の農家、非農家を対象にアンケート調査を実施し事業への意見の聞き取りを

行った。 
・ ア ン ケ ー ト の 実 施 状 況  

配 布 枚 数  572戸 配 布  ⇒  335戸 （ 回 収 率 59%）  
・ 利 便 性 の 満 足 度 （ ア ン ケ ー ト 結 果 ）  

農 家     56戸 (17%) ⇒  約 ８ 割 が 「 便 利 」 と 回 答  
非 農 家  279戸 (83%) ⇒  約 ９ 割 が 「 便 利 」 と 回 答  

・ そ の 他 意 見   
   冬 期 の 積 雪 ・ 凍 結 対 策 の 充 実 を 求 め ら れ る 意 見 が 多 数 あ っ た 。  

ま た 、 紅 葉 時 の 行 楽 客 が 停 車 し て い る た め 危 な い な ど の 意 見 が あ っ た 。 
 

⑥  対応方針（案）  
 

【 今 後 の 事 後 評 価 の 必 要 性 】  

今 の 段 階 で は 必 要 な し  

・ 営 農 活 動 の み な ら ず 、 農 村 地 域 の 生 活 道 路 と し て も 効 果 を 発 揮 し て い る 。
・ 住 民 満 足 度 も 高 い 。  

 

【 改 善 措 置 の 必 要 性 】  

今 の 段 階 で は 必 要 な し  

 

【 新 規 事 業 へ の 留 意 点 】  

・ コ ス ト 縮 減 を 考 慮 し つ つ 、 曲 線 や 縦 断 勾 配 の 緩 和 な ど 利 用 者 の 利 便 性 ・
安 全 性 に 配 慮 し た 設 計 に 努 め る 。  

・ 事 業 着 手 時 に は 、 冬 期 の 除 雪 や 融 雪 剤 の 散 布 な ど 維 持 管 理 の 体 制 整 備 に
つ い て 検 討 し て お く こ と が 必 要 。  

 

 



事後評価 
県営ふるさと農道緊急整備事業 

「湯けむり下呂地区」 

農政部 農地整備課 
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事業概要 

総事業費 ７，４２７百万円

受益面積 ３５７ha（田230ha、畑104ha、樹園地等23ha）

事 業 量 ４，９４６ｍ（橋梁３箇所）

幅　　員 ７．０ｍ（車道５．５ｍ）

工　　期 平成５年度～平成２５年度

標 準 断 面 図 

3500 3500 500

2750 2750

7000

500

750 750
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住民参加・協働による効果 

地元企業有志による農道法面植栽と 

下草刈り 

「下呂ふるさと・農免農道整備促進
協議会」の活動 

自治会（沿線住民）による下草刈り 

【地元の事業参加】 

【住民協働作業(2)】 【住民協働作業(3)】 

【住民協働作業(1)】 

地元企業有志による農道沿線への
植栽 
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事業効果（１） 農畜産物生産等の推移 

■農畜産物生産 

■農業構造の変化 
 

平成１５年   平成２６年 

６４人     ６９人 

認定農業者数 

 

平成１５年   平成２６年 

 ６８ha     １２４ha 

ぎふクリーン農業の面積 

【下呂市内】 

（頭） （ ｔ ） 

3237 

2435 

2386 

2020 2460 2480 
2280 

2557 2510 
2362 

124 
118 

78 

（ha） 

3 

12 14 

0 

(0) 

20 

（経営体） 

(64) (75) 

(35) 

(69) 

 ※平成１１年度からの取組 

0 
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事業効果（２） 営農活動における移動時間短縮 

農産物輸送 

 7.2km 

 

14分 

 5.6km 

 

8分 

○乗政内のお米など 

距離：１．６km 

時間：６分 

の短縮 

ライスセンター 
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事業効果（３） 防災・減災、救急医療対策 

○平成９年４月５日に土砂崩れが発生。  
 ８日まで全面通行止め。 
 下呂温泉を訪れる観光客や市民の生活  
 に影響を与えた。 

○下呂温泉病院までの搬送時間の短縮 

整備前 km 分
垂政→県道垂政下呂停車場線→国道257号線
→国道41号線→市道小川2号→下呂病院

整備後 km 分 垂政→【ふるさと農道】→市道小川2号→下呂病院

孤立集落の解消 

救急医療への貢献 

農村の安全・安心の確保 

整備前 9.0km 18分
乗政→県道乗政下呂停車場線→国道257号線
→国道41号線→市道小川2号→下呂温泉病院

整備後 6.7km 10分 乗政→【ふるさと農道】→市道小川2号→下呂温泉病院

下呂温泉病院 
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■事業の効果 

  食料の安定供給の確保に関する効果  効果全体の３０％ 

  農村の振興に関する効果       効果全体の６４％ 

  その他効果             効果全体の ６％ 

      

■投資的効果率 

     効果額 

     事業費 
＝ １．１ 

事業効果（４） 
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環境面への配慮 

○植生機材吹付において、現地発生材を利用 

現地発生材 吹付作業 

破砕 
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事業を巡る社会状況等の変化（その１） 

○観光農園等の開園、生活インフラの整備 

●市役所、病院等の公共施設への利便性の向上 

●買い物・通勤や温泉地への農産物の供給、交流施設の活性化と交流人口の増加 

観光農園入場者数 
（田上農園・栃本農園） 
 H21:4,334人 →  
              H26:4,700人 

農産物直売所売上 
 (いでゆ朝市・ＪＡ直売所) 
 H6：62百万円 →  
       H26：78百万円 

下呂温泉病院 
 H26.5月に開設 

下呂交流会館利用人数 
  H21:74,465人 →       
              H26:76,803人 

○観光農園等の開園、生活イ
ンフラの整備 

市役所 

下呂交流会館 

下呂温泉病院 

加子母 
至 舞台峠 

国道257号 

特別支援 

学校 

宮地 
御厩野 

乗政 

野尻 

野菜出荷場 

農産物直売所 

トマト選果場 

特産物加工施設 

いでゆ朝市 (H12～) 

下呂温泉病院（H26～） 

下呂交流会館（H21～） 

観光農園（フルーツトマト H13～) 

観光農園（ブルーベリー狩 H19～) 
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乗政区 三ツ石集落 

○ふるさと農道終点部の乗政に位置する三ツ石集落   
 総戸数３６戸 人口１７６人のうち  
 １４歳以下の人口が３９人【人口比２２％】 

 下呂市全体（１１％）に比べ１１ポイントも高い。 
 ３世代世帯も多く、若い夫婦が住みやすい環境。 

事業を巡る社会状況等の変化（その２） 

三ツ石の児童 

終点 

(%) 
１４歳以下 人口比率 
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【農業への効果】 【日常生活への効果】 

あまり変わらない 
１４％ 

悪くなった 
0％ 

非常に便利になった 
４０％ 

便利になった 
４６％ 

約８割の農家が満足 約９割の地域住民が満足 

○アンケート結果  
  受益３集落５７２戸配布 ⇒ ３３５戸（内農家５６戸）回収 （回収率５９％） 

あまり変わらない 
２０％ 

非常に便利になった 
２９％ 

便利になった 
５１％ 

受益農家・地域住民への効果 
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 営農活動のみならず、農村地域の生活道路としても 
効果を発揮している。 

 住民の満足度も高い。 

 コスト縮減を考慮しつつ、曲線や縦断勾配の緩和など利
用者の利便性・安全性に配慮した設計に努める。 

 事業着手時には、冬期の除雪や融雪剤の散布など 
  維持管理の体制整備について検討しておくことが必要。 

【新規事業への留意点】 

【今後の事業評価の必要性】 

【改善措置の必要性】 

対応方針（案） 

「今の段階では必要なし」 

「今の段階では必要なし」 
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